





主  論  文  の  要  旨  
ミネソタ式人格目録を用いた神経膠腫患者に対する術前のパーソナリティ調査  
 
                   東京女子医科大学大学院  
先端生命医科学系専攻先端工学外科学分野  
（指導：村垣善浩教授）  
                     篠田  巴留香   
    東京女子医科大学雑誌  第 82 巻  第 5 号  331 頁〜 337 頁
（平成 23 年 10 月 25 日発行）に掲載  







2006 年 4 月～ 2010 年 9 月の間に当院脳神経外科病棟に入院した神経膠腫患
者 73 名 (男性 :42 名 ,女性 :31 名 )に対して MMPI を実施した。結果は妥当性尺度
および臨床尺度の得点で示され、それを男性、女性に層別したのち、各尺度の




(p<.05)、心気症 (p<.01)においてそれぞれ有意差が見られた。  
この結果は、神経膠腫患者は健常者と比較してこれらの症状を強く示す傾向
を持っていることを意味する。また、これまでの研究から転換ヒステリーや抑
うつ心気症と脳内ネットワークとの関連が指摘されている。今回の研究から、
神経膠腫患者のパーソナリティとしてこれらの特徴が示され、神経膠腫患者の
特徴を捉えた医療危機管理の必要性が示された。  
